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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞
・青森県知事選挙の期日前投票送迎車両を6/1～6/5に運行。バスは2回運行予定。遅番スタッフは11:15のバス（南山苑出発）日勤スタッフ12：20（病院前出発）　

参加者名簿へ｢所属・氏名｣を入力すること。
・6/3～6/5　社会福祉士、日沢さんの青陽館新人研修。
・緊急連絡網を作成している。修正する箇所がある場合は慶長SGMへ連絡する事。
＜利用者様情報＞
・木村　美智子様～9時45分青山荘スタッフより電話があり、昨夜から起き上がれず、
今朝は足に力が入らず歩けないと本人が話しているとの事。全く歩けない訳ではなく、当院へ相談し様子を見るように指示があったと情報を受ける。幻聴の訴えはなく、頓服薬も服用せず過ごしているとの事。本日はデイケアを欠席し、午後に体調確認する事にしている。
・繁名　和恵　様～8時50分 顔が痛くて歯磨きも顔洗いも出来なく、幻聴も強くてデイケアに行けないと欠席したいと連絡ある。グループホーム世話人から本人の顔面の様子を確認してもらうが、皮膚など表面的な異常は見られないと情報ある。血圧測定・体温測定を促し、体温35.9℃　血圧145/109mmHg　脈拍123回/分となっている。青陽館スタッフ・グループホーム世話人より来所を促すと「薬を飲んでいませんでした。もう少ししたら行きます。」と話している。少し遅れて来所されるが、表情冴えずテーブルに伏している事がある。体調確認すると血圧115/83mmHg　92回/分となっており「だいぶ良いです。」と話している。
・淡路　智恵子様～少し遅れて来所されているため状況確認している。グループホームのミーティング終了後に眠気があり「ちょっとだけ。もう少しだけ」と思いながら眠ってしまい遅れたと話す。夜間の睡眠時間は充分確保出来ていると話す。「青南病院に入院させてくれないかな？」と話し、グループホームの人間関係について「今は落ち着いているけど、嫌な時がある」と話される。また、デイケアで食事を頼みたいが金銭的に苦しく、1日の喫煙本数を1箱から5本に減らしたいと思っているとのこと。急激に本数を減らすのではなく、10本程度にしてみてはどうか提案している。切羽詰まった様子はなく、穏やかに対応されている。

・根地戸　恵　様～友人3人で焼肉屋へ行く予定となっていたが、特定メンバーから断られたことで「避けられているような気がする。殺されるんじゃないか」とスタッフを変えて不安を話して来られる。そのようなメンバーではないことを伝え、気にしないよう説明している。12時頃になると「家に帰りたくなってきた」と話すため、午前中は落ち着きなく過ごされていた事を伝え、午後は落ち着いて過ごすよう説明している。
・津嶋　イチ子様～6/4（水）17：30突然大声で叫んでいる。スタッフが確認すると、特定メンバーに対し｢あの人といたくない。性格悪い。嫌になる。側にもいきたくない｣「あの人も私も病気だから仕方ないよね｣とスタッフに訴えている。その後は席を移動していただき落ち着く事ができている。夕食は全量摂取し、本人も｢落ち着けて良かった。ありがとうね｣とスタッフへ話している。青風荘へ帰荘後は、表情明るく犬の頭を撫でており、テレビで歌番組を観ながら「トシちゃん、昔八戸に来てたよね、懐かしい」と笑顔で話されていたとのこと。嗜好品を受け取りに来られた際に「これじゃあ、私ダメだよね。ちゃんとしなくちゃ」と夕食前に突然大声で叫んだことを振り返っていたとの情報ある。本日デイナイトケアでは、特定メンバーに対し叫んだことについて謝罪したとの事で評価している。
・倉橋　生子　様～本日もロッカー室やトイレのドアを力任せに開閉する行為や冷蔵庫のドアを乱暴に閉める行為、他者やスタッフを批判する怒鳴り声は継続している。今後、迷惑行為や発言で他者とトラブルにならないよう注意しつつ、本人の話しを傾聴し、ストレスを軽減することが出来るよう関わっていく。
＜外来情報＞

特になし

カンファレンスシート（　小坂　君子　様　）

実施日：H27年6月4日（木）13：30～14：00

　　　　　　　　　　　　　　　　　担当チーム：三浦・戸賀沢・藤田

参加者：慶長・鳥谷部・戸賀沢・工藤・油津・藤田・川井・日沢

検討内容　目標と計画の見直し

	氏名
	小坂　君子　様
	性別
	女
	年齢
	63
	生年月日
	S26.2.26

	主病名
	統合失調症(F20)
	合併症
	なし

	治療方針（医師の指示）
	安定した病状を維持し､地域生活を継続する。

	本人希望
	安定した病状を維持し､落ち着いて生活することができる。

	家族希望
	安定した病状を維持し､落ち着いて生活することができる。

	入院歴
	計9回（当院2回）（最終：H24.3.27　～　H24.8.11）

	通所歴
	2回目

· 今回：H24.814～現在（週1回/水曜日）

	その他サービス利用
	訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ｢五福｣２週間に１度利用中

	住居：自宅（2世帯住宅になっている）

長姉と2人暮らし
	家族構成



	利用制度
	障害基礎年金1級､自立支援医療費制度､精神障害者保健福祉手帳1級､重度心身障害者医療費助成制度(自己負担額:なし･償還払)､


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標（1年後達成見込み）
	中期目標（半年後達成見込み）
	短期目標（3ヵ月後達成見込み）
	治療計画

	安定した日常生活を送り、確実に服薬する事ができ、症状再燃を防ぐ。
	①精神症状の変化に気付けるようにする。
	①幻聴かどうか分からないときはスタッフに連絡・相談し現実に目を向ける。
	①本人が生活上で不安や違和感を感じた時はスタッフに相談する。スタッフは、生活上で不安や違和感があるか確認し、解決できるよう一緒に考える

	
	②1日トータル7～8時間の睡眠時間が摂れるようになる。
	②安定した睡眠時間が摂れるよう日中に家事を終われるようになる。夜間に活動しすぎないようになる。
	②睡眠状況を把握する為､睡眠チェック表を作成し､来所時に職員へ伝える。スタッフは睡眠チェック表を確認し中途覚醒時や断続的な睡眠状況の時はなぜ覚醒していたのか原因を振り返り、その解決策を本人と一緒に考える。

	
	③確実に服薬出来る。
	③忘れることなく、服薬する事が出来る。
	③服薬チェック表を作成し､飲み間違え等があった際は､スタッフへ相談する。服薬の際は、薬包の日付け、時間の確認を行い服用する。デイケア利用時は、スタッフも日付け、時間の確認を行う。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状（達成度80％）
	今後の対応（目標・計画継続か否か）

	①幻聴かどうか分からないときはスタッフに連絡・相談し現実に目を向ける。
	・幻聴（電子擬音）はあるが、日常生活に支障はない。

・幻聴について話して来るが、現実検討する事で、現実ではない事に気付いている。

・不安な事や日常生活の変化について、スタッフに相談している。

・ご家族は協力的で、本人が在宅なのか確認している。

・不調の際は、家族やメンバーに対しての妄想発言あるが、2～3週間前に特定メンバーについての妄想発言ある。
	・再発防止のため、服薬、睡眠、幻聴・妄想の確認を行っていく必要あり、計画は継続する必要がある。

	②睡眠チェック表を活用し安定した睡眠をとる。(1日トータルで7～8時間睡眠がとれる。)
	・睡眠時間は18：00～22：00の6時間前後、日中1～2時間のトータル7時間。担当医からは、7時間で良いと言われているが、本人は8時間が調度良いと話す｡持続した睡眠をとれないことも多々あるが、1日の中で8時間と取れると睡眠時間に関して本人は納得出来ており、担当医からも本人が納得できていればよいと思っている様子。
・5月は睡眠時間を確保出来ていない日数が多くなっている。

・2：00頃に中途覚醒あり、空腹で再入眠出来ないとの事で、調理し朝食として食べてから再入眠している。

・デイケア利用前日は緊張の為眠れないと話す。デイケアは嫌いではなく、利用の意味も理解していると話す。
	・再発防止のため、服薬、睡眠、幻聴・妄想の確認を行っていく必要あり、計画は継続する必要がある。

	③忘れることなく、服薬する事が出来る。
	・1～2ヶ月1回程、忘薬されている。

・忘薬時、自己判断されることある。
	再発防止のため、服薬、睡眠、幻聴・妄想の確認を行っていく必要あり、計画は継続する必要がある。


【目標・治療計画（再立案）】
	長期目標（1年後達成見込み）
	中期目標（半年後達成見込み）
	短期目標（3ヵ月後達成見込み）
	治療計画

	安定した日常生活を送り、確実に服薬する事ができ、症状再燃を防ぐ。
	①精神症状の変化に気付けるようにする。
	①幻聴かどうか分からないときはスタッフに連絡・相談し現実に目を向ける。
	①本人が生活上で不安や違和感を感じた時はスタッフに相談する。スタッフは、生活上で不安や違和感があるか確認し、解決できるよう一緒に考える

	
	②1日トータル7～8時間の睡眠時間が摂れるようになる。
	②安定した睡眠時間が摂れるよう日中に家事を終われるようになる。夜間に活動しすぎないようになる。
	②睡眠状況を把握する為､睡眠チェック表を作成し､来所時に職員へ伝える。スタッフは睡眠チェック表を確認し中途覚醒時や断続的な睡眠状況の時はなぜ覚醒していたのか原因を振り返り、その解決策を本人と一緒に考える。

	
	③確実に服薬出来る。
	③忘れることなく、服薬する事が出来る。
	③服薬チェック表を作成し､飲み間違え等があった際は､スタッフへ相談する。服薬の際は、薬包の日付け、時間の確認を行い服用する。デイケア利用時は、スタッフも日付け、時間の確認を行う。


